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１. 情報基盤センターシステム更新 

 

 

 

平成３０年９月、情報基盤センターでは本学の経営理念である「For 

all the students～すべての学生生徒のために」を念頭に、教育のさ

らなる発展に資するため、管轄する教育系情報基盤システムを全面

的にリニューアルし運用しています。 
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１）教育系情報基盤システム概要 

本学の教育系情報基盤システムでは、本学学生が多様化と国際化した高度情報化社会で力

強く生き抜き活躍するために、その力として必要な「情報活用能力」と「就業力」のさらな

る醸成に対応するとともに、社会が求む「Society 5.0」（超スマート社会）に適応する「人

財」の育成を鑑み、係る教育活動のさらなる発展に貢献するため、学生・教職員に対し、高

等教育機関に相応しい最新テクノロジーを駆使した情報環境を提供しています。 

そのため、次をコンセプトに、教育系情報基盤システムを刷新しました（2018.9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本システムは、ITIL※1 を参考にシステムの改善・利便性・セキュリティ・設計・調達を多角的な視点で検討し、

ノンストップによる継続性の強化に加え、既存の制約を抜本的に見直し課題解決を実施しました。また、サービ

ス・機能・利便性の拡大のため新サービスと最新テクノロジーを随所に採用しており、今後も PDCA サイク

ル・マネジメントにより、改善と進化を継続します。 
※1ITIL（Information Technology Infrastructure Library)：IT サービスマネジメントの国際的なベストプラクテ

ィス集 
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２）主な特長 

高性能パソコンが設置され全てが新しくなった情報基盤センターPC 室～すべての学生に

均等な ICT 学修環境を提供。講義時間以外も自由に利用可能 

 Windows 10 搭載ハイエンド PC 

大小 7 教室の PC 室とオープン利用の IT コモンズやクリエイティブ・ラボ及び図書館ク

リエイティブブースに全 629 台を設置。全ての PC はフル HD ワイド液晶と Windows 

10・Core i7・8G メモリ（又は 16GB）・SSD・外部 GPU（B21,B22,B23,B38）を備えた

高性能仕様。学生一人ひとりに均等で最新の情報環境を提供しています。 

 新高速化技術ですぐに講義に参加 

全 PC は、ネットブートにより毎回クリーンな環境で起動。起動時間も新高速化技術で 60

秒以内に高速ブートし、個人ユーザーID・パスワード⼊力後から直ちにスタートメニュー

が表示されます。 

 充実したソフトウェア環境 

仮想 OS（旧 Windows、Ubuntu Linux）を含め、講義や自学修で使用する各学部で活用

する 50 種類以上の有用なソフトウェアを配備しています。 

 エコ印刷可能なプリントステーション 

学生証または個人ユーザーID・パスワードで自身の印刷要求のみを選択するプリントス

テーションを設置し、任意の PC 室とプリンターで印刷可能です。 

 円滑な講義を実現する授業支援機能 

・出欠管理、課題管理、教材配布と回収 

・小テスト機能、理解度判定クリッカー 

・学生状況モニタリング、キーとマウス介⼊ 

・キーボード、マウス、ブラウザのロックほか 

 高精細・高音質な教材提示システム 

・教材提示用フル HD 中間モニター 

・PC、教材、ブルーレイを映す教材提示システム 

・マイク・スピーカーを完備した音響設備 

 各種情報表示するデジタルサイネージ 

各 PC 室に講義予定、講義中ステータス、お知らせを表示するデジタルサイネージ（電子

掲示板）を設置し各種情報を提示しています。講義スケジュールは myFIT（学生ポータル

サイト）からも確認可能です。 
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教育活動・学修・学生生活の強力な支援と利便性を追求した充実のインフラ環境 

 クラウド採用ハイブリッド認証基盤 

プライベートクラウドとオンプレミス（学内）に認証基盤システムを構築。学

生用クラウドメールサービスをはじめ、止まらないシステムを実現。重要な各

種データもサーバー基盤の耐震強化に加え、プライベートクラウドとの二重バ

ックアップで、BCP（事業継続計画）にも配慮しています。 

 オンラインストレージ 

WebUI を持つオンラインストレージシステム（Proself）により、情報基盤セ

ンターPC 室の個人ディスク領域への安全なリモートアクセスを実現。教育・

研究に必要なデータの送受信に係る利便性・効率性が向上しました。 

 学生用クラウドメールサービス 

学生用メールに進化し続ける Microsoft Office 365 for Education を採用。ひ

とり 50GB のメールボックスに加え、リッチ UI で PC、iPhone、iPad、Android

から、いつでも・どこでも利用可能。本学シングルサインオンにもネイティ

ブに連携し、学修・学生生活をはじめ、課外活動・就職活動に欠かせないコ

ミュニケーションサービスです。 

 仮想デスクトップサービス 

ネットワークを介してソフトウェアをリモートで利用可能。各種パソコン

から、仮想 Windows デスクトップを通じて、情報基盤センター演習室と同

等なソフトウェアや Adobe ソフトウェア、および、CG ソフトウェアが利

用できます。 

 大学ライセンスソフトウェア活用 

マイクロソフト及び Adobe と包括ライセンス契約を締結し、最新ソフトウ

ェアを全学で活用しています。マイクロソフト製品は個人所有パソコンにも

導⼊可能で自学習・資格取得に役立てられています。 

 VPN クライアントサービス 

学外からセキュアな通信で学内ネットワークに接続する VPN（Virtual 

Private Network）サービスを運用。 

Windows、Linux、MacOS X、iPhone、iPad、Android などあらゆるデバイ

スの接続をサポートし、様々な端末から学内限定の ICT サービスを安全に利

用することができます。 
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 利便性追求したシングルサインオン 

一度の個人ユーザーID・パスワードによる認証により、情報基盤センターが

運営するあらゆる学内 ICT システムやクラウドサービスがワンストップで利

用可能。従来の Active Directory、LDAP、RADIUS に加え、ADFS、Shibboleth

などあらゆる認証基盤と連携し、シングルサインオンの対応を拡大していま

す。 

 大容量ファイル転送サービス 

電子メールに添付できない大容量ファイルをブラウザ経由で簡単に代行送信

が可能なサービスを開始。 

送信先に、大容量ファイルのダウンロードアドレスを安全にメール通知する

事ができます。 

 学内無線 LAN 拡大と情報コンセント 

学内 100 カ所以上に学内無線 LAN エリアを設置。ネットワーク認証も大幅に

改善され、個人所有ノートパソコンをはじめ、iPhone、iPad、Android なども

高速な学内ネットワークに簡単に接続する事ができます。また、有線 LAN に

よる情報コンセントも学内に 4300 個あり、あらゆる箇所からネットワークが

利用でき、効率的な教育・研究活動に貢献しています。 

 学会やイベント向けゲスト用無線 LAN 

全ての学内無線 LAN エリアで、独自のゲスト用無線 LAN と Eduroam（国

際的な教育・研究機関用向けの無線 LAN ローミング基盤）が使用可能。本

学で行われる学会やイベントの参加者向けに開放されています。 

 一般家庭 100 倍の超高速ネットワーク 

学術情報ネットワーク SINET（国立情報学研究所が運営）との接続を一般家

庭の 100 倍に匹敵する 10Gbps に増強。学内ネットワークも 10Gbps～1Gbps

の高速ネットワークが張り巡らされ、全ての研究室や実験室および講義室か

らインターネットはもとより、国内外の教育機関や研究機関と高速通信を実

現します。 

 万全のセキュリティ対策 

教育・研究活動の妨げとなるセキュリティ問題の対策を強化。従来の様々

な脅威のブロックに加え、二重化した高性能ファイアウォール（パロアル

ト製）によって、多様なアプリケーションの通信監視やセキュリティ対策

を実現しています。 
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３）取組内容：①情報基盤センターPC 室設備の更新（１） 

改善ポイント 

 老朽化による性能・機能・耐障害性の低下を解消 

 授業の 1 分 1 秒を無駄にしない、高速起動・安定動作を実現 

 高度ソフトウェア（Society 5.0 人材育成）の高速処理・計算に対応するため、ハー

ドウェア性能を強化 

 外部から学生個人共有フォルダーを利用可能にする、安全な WEB リモートファイ

ル機能を提供 

 教育現場ニーズにフレキシブルに対応するソフトウェアの導⼊及びメンテナンスに

係る管理手法を効率化 
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ハードウェア 

 教員・学生 PC464 台 

（CPU・GPU 強化・8GB メモリ（又は 16GB メモリ）480GB SSD 搭載） 

 物理サーバー（仮想化サーバー用） 

 ファイルサーバー（二重化安定稼働） 

 仮想サーバー用ストレージ（冗長化） 

 学生用共有フォルダーWeb アクセス（Proself） 

ソフトウェア：Society 5.0 対応 

 Office, Visual Studio, Visio 

 Adobe, JMP, Tableau, Mathematica, MATLAB 

 3dsMax, Mudbox, ArcGIS, AutoCAD, Solidworks  

 LTspice, MPLAB, Atmel Studio, Arduino 

 その他多数の OSS（Java, Python, R,各種 IDE 等） 

 Office 365 クラウド（Society 5.0 対応） 

授業支援 

 授業支援（授業効率化：WingNet 新 Ver.） 

 教材提示システム（中間モニター等流用） 

 音響設備 

管理システム 

 統合認証基盤（LDAP, AD, SSO の相互連携） 

 ネットブート（vBoot） 

 プリンター管理（PaperCut） 

 PC 室用デジタルサイネージ（電子掲示板） 

 

■ 学生用クライアント新旧スペック比較 
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■ 音響・AV 設備 
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図１．教育系基盤システム刷新後の構成図 
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３）取組内容：①情報基盤センターPC 室設備の更新（２） 

改善ポイント 

 各種授業スタイル（通常授業／演習／PBL／グループ学修等）に対応する什器

（B21 PC 室及び B38 PC 室） 

 PC は常設だが、2 名～8 名程度のグループが構成できる設置レイアウト 

 収納可能な稼働式の作業テーブル及びホワイトボードを配備 

 PC 本体を PC 卓下に配置し、手元スペースを広く確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実際には 21.5 インチ液晶が

3 枚並びます 

【什器：机】 【什器：椅子】 【什器：ホワイトボード】 

【什器：稼働机】 
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３）取組内容：②学内ネットワーク設備の更新 

改善ポイント 

 老朽化に伴う性能・機能・耐障害性の低下を解消 

 学内ネットワーク利用用途の増加による慢性的な帯域不足を解消 

 無線混雑を解消するため、新しい無線 LAN 規格への対応 

 情報セキュリティ対策を強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善内容 

 老朽化設備の更新（63 台）（2～2.5 倍

性能に向上） 

 A 棟、C 棟、本部棟内の基幹スイッチ

とサブスイッチ間及び本部棟幹線の速

度・帯域の増強（建屋間・建屋内主要箇

所 10Gbps 化） 

 敷設 18 年の A 棟内支線を張替（大幅

な耐用年数経過解消） 

 旧規格無線 AP を更新（約 80 台）

（802.11ac 対応） 

 無線 LAN 用 NAT 完全構築（IP アドレ

ス枯渇の解消） 

 ゲスト無線 LAN のセキュリティ改善

（ワンタイムパスワード対応） 

 認証二重化と DR 対策（外部データセ

ンター継続利用） 

 次世代ファイアウォール継続運用（保

守サポート延長） 

 安定稼働（経路の冗長化と目標稼働率

100%） 
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図２．ネットワークシステム更新後の構成図 
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４）本取組に対する情報基盤センターの姿勢 
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５）導⼊事例ホームページ掲載 

2018 年度に SCSK 株式会社 様より導⼊しました「情報基盤センターPC 室」及び「学内

ネットワークシステム（A 棟・C 棟・本部棟・コスモス寮等）」の大規模導⼊事例について、

同社の導⼊事例ホームページに掲載されました。 

〈掲載概要〉 

SCSK IT Platform Navigator（導⼊事例サイト） 

URL https://www.scsk.jp/sp/itpnavi/article/2019/05/fit.html 

表題 
【福岡工業大学様】Society 5.0 時代の実践型人材を育成する教育系情報基盤を

刷新 

概要 

 福岡工業大学様は、社会に貢献できる「実践型人材」の育成のため、経営

理念に「For all the students～すべての学生生徒のために」を掲げ、全学

で「アクティブラーニング型授業」と「就業力育成」を推進し実践する大

学です。教職協働で取り組む「丁寧な教育」および「面倒見の良さ」など、

学生に寄り添った学生支援にも定評があり、学生一人ひとりの可能性を拡

げる強力なサポートを行っています。 

 教育面だけでなく手厚い就職活動の支援も徹底しており、高い就職率と質

の高い就職実績も大きな特徴です。 

 こうした取り組みにより、18 歳人⼝が減少するなか、福岡工業大学様への

⼊学志願者（2019 年度⼊試時点）は 13 年連続で増加しています。 

 SCSK は、福岡工業大学様の情報基盤に 2007 年から携わり、「For all the 

students」の実現を支援しています。 

 今回は、2018 年に実施した学内ネットワークおよびパソコン教室の刷新

について、福岡工業大学 情報基盤センターの皆様に詳しくお話を伺いまし

た。 

 インタビューによる、導⼊背景、問題・課題解決の取り組み、導⼊システ

ムの特徴を紹介。 
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福岡工業大学 情報基盤センターは、福岡工業大学が誇る西日本有数

の ICT（Information and Communication Technology）環境の運営

と管理を担う中核機関であり、教育並びに研究に必要な電子計算機

と情報処理関連設備を設置し、共同利用施設として全学園の教育の

発展と学問の研究に寄与することを目的とし、「学園全体の情報化」

及び「情報セキュリティ対策の強化」をはじめ、諸活動に取り組んで

います。 
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（１） 現状説明 

施設・設備等の整備及び管理 

○ 本学の理念・目標を念頭に、業務戦略を策定・可視化し、全ての学生と教職員に対し、高等教

育機関に相応しい情報環境に係る施設・設備（表１）を提供し、ICT を活用する教育・研究活

動及び事務において、広く活用されている。 

○ 本施設・設備とその機能・性能は、情報基盤センター運営委員会のもと教職協働で議論しつつ、

整備・更新を適宜行い、同規模大学及び近隣大学に類を見ない優れたものである。 

○ 平成 30 年度は、①（対象：6 教室 PC404 台及びサーバー等含む管理システム）、②、④、⑥

（対象：本部棟・A 棟・C 棟 LAN）、⑦（対象：旧機器 80 台）、⑭、⑮について老朽化の解消

ならびに新社会（Society 5.0）を見据えた教育・研究活動に対応する情報基盤として設備を更

新した。 

○ ①～⑰は、授業はもとより、本学の教育・研究活動（学生の自主的な教育・研究活動を含む）

にて広く活用されている。①～⑤の設置 PC は、学生の授業外学修でも利用可能である。 

 

全学共同利用施設・設備（情報基盤センター管轄） 

施設・設備 概要 

①教育系情報基盤システム B 棟 2 階・3 階：大小 7 つの PC 教室：高速 PC 数 531 台 

②IT コモンズ B 棟 2 階：高速 PC35 台／高度情報化 PC11 台／VR 用 PC1 台 

③クリエイティブ・ラボ B 棟 2 階：高度情報化 PC19 台 

④リフレッシュコーナー B 棟 3 階：高速 PC：11 台 

⑤図書館クリエイティブブース 本部棟 3 階：高度情報化 PC：18 台 

⑥FITNeS（学内総合 LAN） 
キャンパス全域の高速ギガビットネットワーク及び高信頼ファ

イアウォール装置、インターネット接続 10Gbps 

⑦FIT Wi-Fi 学内無線 LAN ネットワーク（80 カ所） 

⑧myFIT 学生ポータルサイト（学修支援・Web 履修・お知らせ等） 

⑨FIT AIM 学修ポートフォリオシステム 

⑩FIT Moodle e-Learning システム 

⑪FIT Replay 授業アーカイブシステム 

⑫FIT Mail 学生及び教職員用クラウド型メールシステム（Office 365） 

⑬FIT Porter 大容量ファイル転送システム 

⑭FIT VDI 仮想デスクトップシステム 

⑮FIT VPN VPN アクセスシステム 

⑯eduroam 学術無線 LAN ローミングサービス 

⑰ソフトウェア包括ライセンス Microsoft, Adobe, Mathematica, JMP 

⑱貸出用ノート PC 及び備品 学生・教職員へのノート PC 及び周辺機器等の備品貸出 

⑲学生統合データベース EM・IR 活動に必要な学生データ集積データベース 

（表 1） 

○ PC 室（B 棟 2 階・3 階）では、「障がい学生」に対し、本学支援方針に基づき、学務部と連携

した対応（ワイヤレスキーボード・マウスの貸出など）を適宜行っている。現在は、車椅子学

生に配慮するために、出⼊⼝扉のスライド式ドア化の検討も進めている。 
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教職員及び学生の情報倫理の確立に関する取組 

○ 情報セキュリティ脅威への対応及び学生・教職員における情報モラルの強化を図るため、情

報関連ポリシー及びガイドラインとして、下記を制定している。 

① 情報基盤センターセキュリティポリシー（2018.4 廃止し下記ポリシーに移行） 

② 学校法人福岡工業大学情報セキュリティポリシー（2018.4 制定） 

③ 学生統合データベース管理・運用規程（2018.4 制定） 

④ クラウドサービス利用ガイドライン（2018.4 制定） 

⑤ 事務システム利用ガイドライン（2018.4 制定） 

⑥ 利用パスワードガイドライン（2016.7 制定、2018.4 改訂） 

⑦ 電子メール利用ガイドライン（2016.7 制定、2018.4 改訂） 

⑧ インターネットコミュニティ学生利用ガイドライン（2017.7 制定） 

⑨ 事務局におけるソーシャルメディア公式アカウントに関するガイドライン（2016.6 制定） 

 

○ 下記の教育・訓練・説明会を適宜実施している。 

① 新⼊生情報導⼊教育（毎年度 1 回：学部新⼊生） 

② 画像編集基礎ワークショップ（毎年度：4 回） 

③ 標的型攻撃メール訓練（H29 年度 1 回：教職員対象） 

④ 新任教員・非常勤教員向け myFIT 説明会（毎年度 2 回） 

⑤ 新採用職員向け情報基盤センター業務説明会（毎年度：新採用時期により適宜実施） 

⑥ インターネットコミュニティ利用注意説明会（毎年度 1 回：短期大学部生） 

⑦ iThenticate 説明会（剽窃チェックツール）（毎年度 2 回：大学院生） 

⑧ 情報セキュリティ研修会（2018.8 実施：教職員対象） 

 

○ 学生・教職員からのヘルプデスク（Q&A）・業務依頼に応じ、迅速な解決に努めている。 

2015 年度  1,106 件 2016 年度  927 件 2017 年度 1,032 件 
 

図書資料の整備と図書館利用環境の整備 

○ 学術情報や学術コンテンツへのアクセス環境を担保するため、図書館と情報基盤センターが

協働し、次の取組（表 2）を行っている。 

図書館設備（協働運用） 概要 

図書館内の学内 LAN 図書館 3 階～5 階の学内 LAN（無線 LAN 含む）を整備 

高度情報化 PC（18 台＋複合

機） 

図書館 3 階クリエイティブブースに当該設備を整備（2016.3） 

図書館 Web サイト 高機能化と運用支援（2014.8～） 

電子図書館機能 電子書籍サービス（Maruzen eBook Library）を運用（2015.3～） 

学術情報横断検索サービス EBSCO Discovery Service を運用（2015.3～） 

（表 2） 

 

 



 

 ２.情報基盤センターの取組  

- 23 - Information Technology Center 

 

図書館、学術情報サービスを提供するための専門的な知識を有する者の配置 

○ 情報基盤センターの運営・企画及びサービス維持・向上のため、各学科代表委員を構成員と

する情報基盤センター運営委員会及び実務を担う情報企画課を設置している。 

○ 情報基盤センター開館時間は、月～金：9:00～20:00（8:30 開錠）、土：9:00～18:00（8:30

開錠）、日祝日は休館としている。 

○ 人員として、センター長 1 名、事務次長 1 名、情報企画課職員（課長 1 名、係長 1 名、主任

1 名、職員 3 名）を配置している。 

○ 時間外（平日：17:00～20:00, 土：10:00～18:00）のサポート要員として、ICT の知識・ス

キルを有する学生アルバイトスタッフを施設内（IT コモンズ・PC 室）に配置している。 

○ 以上のスタッフは、図書館内の ICT 機器やネットワーク及び図書館システムの管理・運用に

係る支援にもあたっている。 

教育研究等環境の適切な根拠（資料、情報）に基づく点検・評価 

○ 情報基盤センター業務記録 DB（GLPI）を用いて日々の活動を記録し、PDCA に活用してい

る。 

○ 主要施設・設備の施設予約や PC 利用者ログを月次で確認し、効率的な稼働に努めている。 

○ 情報基盤センターAnnual Report に実績を取り纏め、情報基盤センター運営委員会にて点

検・評価を実施し、次年度改善を図っている。 

○ 情報基盤センター経常予算を超える取組（大型設備の更新等）は、情報基盤センター運営委

員会にて審議のうえ、学内競争的教学特別予算である「教育研究改善取組計画」（以下、教学

特別予算という）にて申請・実施している。本取組は、予算委員会による審査会にて成否が

公平に審議され、実施後は予算委員会による点検・評価が別途なされる。 

点検・評価結果に基づく改善・向上 

○ PC 室の授業利用において、履修者人数と PC 室座席数を確認し、少人数で席数の多い PC 室

を利用するといった非効率が発生しないよう、教室変更の調整を適宜実施している。 

○ PC 室の利用予約が⼊っていない時間帯は、授業外学修用途として全学生に開放している。 

○ 前年度利用者実績と学生の利用時間帯から、映像・画像処理の専門的設備を有し、その専門

性から利用申請を必要としている「クリエイティブ・ラボ」の利用率向上を図るため、午前

利用は申請フリーの運用を試行したことで、利用者数が向上した（2017.4～）。 

○ FIT Wi-Fi（学内無線 LAN）の慢性的な IP アドレス枯渇（1,022 個）を改善するため、プラ

イベート IP（4,094 個）による NAT 環境を構築し、枯渇を改善した（2017.8～）。 

○ 老朽化した、PC 設備（B 棟 2 階：B21,22,23,24,25,38,IT コモンズ,B 棟 3 階：フリースペー

ス）及び学内 LAN（A 棟・C 棟・本部棟・学生クラブハウス・女子学生寮の学内 LAN 及び

旧仕様無線 LAN80 式）について、教学特別予算の申請・承認により、設備更新を実施した

（2018.9）。 
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（２） 長所・特色 

○ 本学の第 7 次マスタープランに基づき、情報基盤の強化策として、次の取組（表 3）を行っ

た。これら取組は、情報基盤センターが適切に管理・運営を行い、前項の現状説明に挙げた

「全学共同利用施設・設備」（表 1）とともに「優れた情報環境」として学内外の評価も高

い。 

第 7 次マスタープランにおける情報基盤センターの主な取組 

① 組織改革 

 学園全体の高度情報化及び情報セキュリティに係る種々の課

題に対応するため、附置施設である情報処理センターを「情

報基盤センター」に改組（2017.4）。 

 その傘下に「情報企画課」を設置し、情報系ポリシー及びガイ

ドラインの改善・拡充及び学内情報システムの連携・調整を

図る。 

② 施設 

リノベーション 

 PC 室再編・改修（B 棟 2 階・3 階に設備集約及び PC 室名変

更、B31 PC 室更新）、IT コモンズ整備（B 棟 2 階：既存スペ

ース改修）を実施（2016.3）。 

 情報基盤センター管轄の施設・設備内の学習環境・機能性・利

便性が飛躍的に向上し、ICT を活用した授業及び学生の授業

外学修・研究・資格取得など、幅広く活用。 

③ AL 型授業推進 

プログラム支援 

 AL 型授業推進プログラム（H26 年度大学教育再生プログラム

採択事業）に伴い、反転授業や学生の振り返り学修で活用す

る「FIT Replay（授業アーカイブシステム）」を運用。 

 教育技術開発 WG のもと、新たな「学修支援システム」（FIT-

AIM（学修ポートフォリオ）＋LMS（Moodle））を協働整備

（2018.3）。 

④ ソフトウェア 

包括ライセンス 

 STEAM（STEM+Art）を標榜する最新ソフトウェア環境実現

のため、包括ライセンス（Microsoft, adobe, Mathematica, 

JMP）を継続。 

⑤ EM・IR 支援 

 IR 及びエンロールメント・マネジメントに係る活動を支援す

るため「学生統合データベース」の本格運用を開始（2017.4

～）。 

 データ利活用の相談・データの抽出・可視化について支援。 

⑥ 情報活用能力の醸成 
 学生の「情報活用能力の醸成」に資するため、大学推奨ノート

パソコンの選定・販売事業及び学内サポート体制確立を継続 

⑦ 学内 LAN 機能の高

度化 

 高速・安全・安定的で全学を網羅する学内 LAN（無線 LAN を

含む）の運用。 

 諸活動を効率化するクラウド型電子メール及びストレージサ

ービスを継続（Office 365）。 

⑧ 情報基盤の改善 

 新社会（Society 5.0）を見据えた教育・研究活動及び老朽化

問 題 に 対 応 す る た め 、 PC 設 備 （ B 棟 2 階 ：

B21,22,23,24,25,38,IT コモンズ,B 棟 3 階：フリースペース）

及び学内 LAN（A 棟・C 棟・本部棟・学生クラブハウス・女

子学生寮の LAN 及び旧仕様無線 LAN80 式）について、教学

特別予算の申請・承認により、設備更新を実施した（2018.9）。 
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⑨ 課外活動・高大連携・

学生募集に係る支援 

 MOS 試験、SPI 選手権、その他資格取得講座のほか、本学教

員による高大連携講座において PC 室を積極的に貸し出し、

その利用や環境構築を支援。 

 職員 2 名（課長 1、主任 1）が本学の高校訪問メンバー（年 4

回訪問）に従事し、情報基盤センター組織では、オープンキャ

ンパス参加者への体験講座及び施設見学及び教職員へのイベ

ント備品貸出のほか、年間を通じて高校生及びその保護者等

の施設見学に対応。 

（表 3） 

○ 2018 年度は、情報基盤センター管轄 PC 室（6 教室）及び A 棟・C 棟・本部棟・学生クラブ

ハウス・女子学生寮の学内 LAN に係る大規模設備の整備事業について、新社会（Society 

5.0）を見据えた教育・研究活動の観点から、その重要性が学内で認められ実施に至った。 

○ 本整備事業の成果は、教職協働で、志願者・⼊学者の安定的確保と、本学財政基盤の精度高

い計画と運用を真摯に努めてきた賜物である。 

○ その結果、本学の経営理念を体現し、学生・教員に必要な最良の情報環境を提供できたと言

え、今後の教育・研究活動のさらなる発展が期待される。 

（３）問題点 

情報環境の水準維持・向上に係る問題 

○ 教育・研究活動の活性化に乗じて、情報環境の維持・改善・拡大に伴う情報化投資は、財政基

盤を圧迫し、他の取組への影響も懸念される。 

○ 今後は、私学における定員管理の厳正化や私学助成の減少傾向への対応など、さらなる経営課

題が待ち受けており、必要な情報化投資については、戦略的に計画・実行しなければならない。 

○ 以上から、本学の状況と高等教育の未来を見据えた情報基盤の在り方を従来以上の次元でプ

ランニングするとともに、国公立大を中心に財政的問題から急速に進行する「学生 PC 必携

化」の潮流を踏まえ、本学の教育と財政の両面に対する効能を慎重に議論し、経営判断の材料

を揃える必要がある。 

○ また、これまで教育・研究活動に係る情報環境の整備に比重を置いてきたが、経営効率化に寄

与するため、教職員の学務や事務の処理に係る電子化やオンライン化の拡大など、所謂「働き

方改革」に通ずるアプローチが課題である。 

将来を見据えた人的資源に係る課題 

○ 情報環境の管理・運用・維持・利用者支援に係る専門人材の確保も恒久的な課題である。 

○ 専門人材については、現在の業務状況から現人員の確保が必要不可欠である。 

○ ただし、「学生 PC 必携化」が実現した際は、各学生と教員に対する日常的なサポートや、ネ

ットワーク運用・管理に係る業務が大幅に増えることが想定される。 

○ 本学は、工学部・情報工学部・社会環境学部を要し、その学問系統からオープンソースを含む

専門性が高く多様なソフトウェアを利用している。 

○ そのため、「学生 PC 必携化」に係るサポート業務は、システム管理負担を大幅に軽減（ネッ

トブート・ソフトウェア一元管理の効果）した PC 室の管理業務以上に、係る時間・労力は計

り知れない。 

○ 本学の「学生 PC 必携化」の実現には、PC 室と変わらない授業運営が不可欠なため、それを

担保できる支援体制の構築も十分に考慮する必要がある。 
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（４）全体のまとめ 

○ 情報基盤センターは、教育並びに研究に必要な電子計算機と情報処理関連設備を設置し、共

同利用施設として全学園の教育の発展と学問の研究に寄与することを目的としている。 

○ 本学の教育理念・目標及び附置施設としての本目的を念頭に、学生・教職員に対し「高等教育

機関に相応しい高度情報環境」の提供とその利活用を支援することで、本学の教育・研究活動

のさらなる発展に寄与してきた。 

○ そのことがオープンキャンパスや施設見学で訪れる高校生や保護者からも「情報の福工大」と

評価され、本学への志願や⼊学の一助になっている。 

○ 今後は、現在の取組姿勢を維持するとともに、本学にとって情報環境の「新たなステージ」で

もある「学生 PC 必携化」について、第 8 次マスタープランの策定議論とあわせて具体的な検

討を進める。 

○ また、経営効率化に寄与するために、教職員の学務や事務の処理に係る電子化やオンライン化

の拡大について、関係部門と議論・協働しアプローチを図る。 
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３. 情報基盤センター運営委員会活動 

 

 

 

情報基盤センターを有効かつ円滑に運営するため、情報基盤センタ

ー長を中心に運営委員会が設けられています。委員会はセンター長

の他、各学科、短期大学部、附属城東高校、情報基盤センター企画課

長および企画課職員で構成されており、センターの運営方針、設備の

選定と利用、予算決算などの重要事項を審議・決定しています。また、

必要に応じて運営委員会の下に専門委員会を設置し、審議事項に関

して専門知識を有するメンバーによる審議を行い、効果を上げてい

ます。 
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福岡工業大学 情報基盤センター運営委員 

 

平成 30 年 4 月 1 日現在 

所属学科・組織名 職 位 氏 名  

情報システム工学科 教 授 利光
としみつ

 和彦
かずひこ

 センター長 

電子情報工学科 教 授 盧
ろ

  存偉
ぞ ん い

  

生命環境化学科 教 授 太田
お お た

 能生
よ し お

  

知能機械工学科 助 教 下川
しもかわ

 倫子
み ち こ

  

電気工学科 准教授 小野木
お の ぎ

 真
しん

哉
や

  

情報工学科 准教授 戸田
と だ

 航史
こ う じ

  

情報通信工学科 准教授 藤崎
ふじさき

 清
きよ

孝
たか

  

情報システム工学科 助 教 李
り

 知炯
じひょん

  

システムマネジメント学科 准教授 笠
りゅう

 晃一
こういち

  

社会環境学科 助 教 片岡
かたおか

 雅
まさ

世
よ

  

短期大学部 助 教 矢野
や の

 健太郎
け ん た ろ う

  

附属城東高校 教 諭 石丸
いしまる

 貴史
たかふみ

  

情報基盤センター 課 長 藤原
ふじわら

 昭二
しょうじ
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情報基盤センター運営委員会 

日 時 議 題 

平成 30 年 4 月 25 日（水） 

16:00～16:40 

1）平成 29 年度情報基盤センター決算について 

2）平成 30 年度情報基盤センター予算（案）について 

3）次期教育システムリプレースについて 

4）報告事項・その他 

 情報セキュリティ専門委員会報告 

 標的型攻撃メール訓練の実施報告 

 2018 年度推奨 PC 申込台数報告 

 5 月休暇期間中の情報セキュリティ注意喚起 

平成 30 年 5 月 30 日（水） 

16:00～16:45 

1）次期教育システムリプレース検討について 

2）報告事項・その他 

 2018 年度推奨 PC 申込台数最終報告 

 情報漏洩対策の体系 

 情報基盤センターAnnual Report<平成 29 年度版>報告 

平成 30 年 6 月 27 日（水） 

17:00～17:45 

1）次期教育システムリプレース検討について 

2）報告事項・その他 

 情報セキュリティハンドブックについて 

 「MathType」の全学ライセンス購⼊に関する進捗状況報告 

 EU における個人情報保護の規制強化「GDPR（General Data Pro

tection Regulation:一般データ保護規則）」について 

平成 30 年 7 月 25 日（水） 

16:00～16:20 

1）次期教育システムリプレースについて 

2）報告事項・その他 

 情報セキュリティ研修会のご案内 

 情報基盤センター運営委員会の開催日に関して 

 マスタープラン策定に係る素材提供の協力依頼について 

平成 30 年 9 月 26 日（水） 

16:00～16:40 

1）教育システムリプレース報告 

2）大学推奨ノートパソコン検討について 

3）報告事項・その他 

 「情報セキュリティ研修会」実施報告 

 「第 7 回マスタープラン策定委員会」での発表内容について 

平成 30 年 10 月 31 日（水） 

16:00～16:40 

1）A棟LAN工事進捗状況について 

2）報告事項・その他 

 大学推奨ノートパソコン検討について 

 Java のサポートポリシー変更について 

 事務局ポータルサイト廃止と次期サービス移行について 
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日 時 議 題 

平成 30 年 11 月 28 日（木） 

16:00～17:00 

1）A 棟 LAN 工事進捗状況について 

2）次年度教学特別予算申請について 

3）報告事項・その他 

 平成 30 年度教学特別予算成果発表会評価結果について 

 大学推奨ノートパソコン検討について 

 教育向け Dropbox について 

 学科からの意見・要望 

 中国の VPN 接続事情について 

平成 31 年 1 月 30 日（水） 

16:00～17:30 

1）平成 31 年度教学特別予算申請案について 

2）報告事項・その他 

 B23 PC 室チェア更新案について 

 2019 年度推奨 PC スペックについて 

 FIT ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ「連絡先一覧」機能のテスト公開お知らせ 

 Dropbox について 

平成 31 年 2 月 27 日（木） 

16:00～17:00 

1）報告事項・その他 

 第 8 次 MP 部門別中期運営計画案について 

 オンライン行事予定表運用について 

 Adobe ライセンス認証方式変更について 

 情報コンセントの利用変更について 

 SCEP for MacOS サポート終了について 

 無線 LAN 拡充について 

 学科からの意見・要望 

平成 31 年 3 月 27 日（水） 

16:00～16:20 

1)報告事項・その他 

 平成 31 年度教学特別予算審査会発表報告について 

 2019 年度年間 AP について 

 2019 年度大学推奨ノートパソコン申込台数について 

 MS 主要製品サポート終了期限のお知らせについて 

 平成 31 年度情報基盤センター運営委員会名簿について 

 MATLAB に関するアンケートについて 
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４. 説明会・講習会 

 

 

 

情報基盤センターでは、毎年 4 月、新⼊生を対象にコンピュータ、ネ

ットワークおよび情報基盤センター設備利用に関する情報導⼊教育

を開催しています。そのほか情報基盤センター主催の各種説明会、講

習会等が不定期に開催されます。 
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実 施 日 対 象 名 称 参加人数 

平成 30 年 4 月 4 日（水） 

9:00～15:30 

平成 30 年 4 月 5 日（木） 

9:00～15:00 

新⼊生（学部生） 情報導⼊教育 1053 

平成 30 年 4 月 9 日（月） 

15:00～17:00 

平成年 4 月 10 日（火） 

13:00～15:00 

教員（新任） myFIT操作説明および情報

基盤センターPC室利用操

作説明会 

8 

3 

平成 30 年 5 月 9 日（水） 

13:00～13:30 

 

短期大学部生 情報リテラシー教育 195 

平成 30 年 7 月 25 日（水） 

14:40～15:40 

16:20～17:20 

学生 iThenticate説明会 85 

平成 30 年 7 月 28 日（土） 

10:00～11:00 

13:00～14:00 

高校生他 オープンキャンパスイベ

ント 

「クリエイター基礎講座」

「VR体験」 

16 

95 

平成 30 年 8 月 5 日（日） 

10:00～11:00 

13:00～14:00 

高校生他 オープンキャンパスイベ

ント 

「クリエイター基礎講座」

「VR体験」 

11 

65 

平成 30 年 8 月 21 日（火） 

13:30～15:00 

 

教職員 情報セキュリティ研修会 134 

平成 30 年 9 月 6 日（木） 

13:50～14:50 

非常勤講師 myFIT操作説明会 16 

平成 30 年 9 月 20 日（木） 

15:30～17:00 

平成 30 年 9 月 21 日（金） 

15:30～17:00 

教職員 新システム説明会 6 

5 

平成 30 年 12 月 20 日（木） 

13:00～14:00（全体研修） 

14:30～16:00（管理者研修） 

高校教職員 附属高校向け 

情報セキュリティ研修

（城東高校主催） 

128 

平成 31 年 3 月 26 日（火） 

平成 31 年 3 月 27 日（水） 

13:50～14:50 

非常勤講師 myFIT操作説明会 18 

14 
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「情報セキュリティ研修会」の様子 
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５. Office365 活用 

 

 

 

福岡工業大学では、Microsoft 社の Office 365 Education を全学的に

導⼊し、大学発行のアカウントを持つ学生・教職員であれば、誰でも

無料で利用することができます。また Office 365 活用により、課内

での情報共有、メールや予定表の作成、資料共有など、様々な業務効

率化を実現しています。 
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Office365 活用例 1：事務局ポータルサイト廃止と新サービス移行 

1.事務局ポータルサイト廃止の経緯 

(1)事務局ポータルサイト（https://officesp.fit.ac.jp）は、事務局が教職員向けに各種ドキュメ

ント（規程・申請書など各種様式ほか）を公開しているサイトです。 

(2)本サイトは、学内サーバー（SharePoint 2010）で運用していますが、老朽化が著しく、新た

なソフトウェアやセキュリティへの対応が困難であり、最近はシステムダウンも繰り返している

状況です。 

以上から、本問題を改善するため、事務局ポータルサイトを廃止し、新サービスに移行します。 

2.新サービスの方針 

(1)事務局ポータルサイトは、Windows と MS Office との親和性が高い一方で、Windows と IE ブ

ラウザからはユーザー名⼊力が特殊仕様（jim\username）になっており、そのことが起因するロ

グイントラブル（jim\の⼊力忘れ、ブラウザ仕様差）も少なくないため、本問題の改善を実施し

ます。 

(2)複数機能（共有ドキュメント・お知らせ・予定表・掲示板ほか）を有していましたが、共有ド

キュメントとお知らせ（ドキュメント掲載など）に特化された利用状況から、機能のスリム化を

実施します。 

以上から、新サービスは「FIT ドキュメントセンター」として、電子メールログインとの連携機構

を有し、文書共有とそのお知らせの機能に特化したサービスとして構築します。 

3.新サービスの概要 

(1)「FIT ドキュメントセンター」の名称となります。 

アクセス URLhttps://www.itc.fit.ac.jp/doc 

※上記にアクセスすると Office 365 上の https://fitacjp2.sharepoint.com/sites/FIT/に自動ジャ

ンプ 

(2)本学 Office 365 上の SharePoint Online 機能にて構築します。 

（本学 Office 365 上に構築するため構築費用は発生しません） 

(3)次の機能を有します。 

①電子メールログインと認証連携 

②学内共有ドキュメント（各部門フォルダー） 

③お知らせ（各課ページを廃止し総合的なものに一本化） 

④年間行事予定（大学） 

⑤教室予約確認及び予算執行状況確認のリンク 

⑥教員出張予定表（大学） 

(4)事務局ポータルサイトと同様に、共有ドキュメント内で個別のアクセス権限が設定可能です。 

(5)iPad、iPhone、Android などのスマートデバイスにも対応しています。 

(6)ページデザインは次頁をご確認ください。 

4.移行時期 

新サービスは 2018 年 12 月より運用開始 

5.新たな取組 

部課長ミーティング配布資料をはじめ、事務局職員に情報共有が必要な各資料について、事務局

全職員を対象に「FIT ドキュメントセンター」（「事務局共有」フォルダー）にて適宜公開します。 
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（参考）「FIT ドキュメントセンター」ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局職員のみ【事務局共有】フォルダーが見えます 
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Office365 活用例 2：Microsoft Teams によるペーパーレス会議 

Microsoft Teams は共同作業用の共有フォルダーや、WiKi（ページ作成・編集）、Planner（タ

スク管理）、ビデオ会議等の機能が利用可能となり、協働作業ワークスペースやペーパーレス会

議などにも活用できるものです。 

会議資料のペーパレス化によるコスト削減および資料作成作業の軽減等が期待され、現在、情報

基盤センター運営委員会をはじめ、学内各種の委員会、会議、プロジェクト、部門内協働スペー

ス等で活用されています。 

 

Microsoft Teams 主要機能一覧（チーム機能） 

標準機能 

会話 チャット（チームメンバーにメッセージを配信） 

ファイル ファイル共有（本機能を活用したペーパーレス会議も可能） 

ノートブック チーム版 OneNote（共同編集可） 

チャネル チャネル追加（標準の一般チャネル以外にテーマ単位で追加可） 

追加機能 

WiKi 共同ページ作成・編集（周知事項・規定ルールなど記載共有） 

Planner タスク管理（AP やプロジェクトの進捗管理などに活用） 

SharePoint SharePoint 上の共有ドキュメントやページへのリンク追加 

アクセス権 登録メンバーのみ使用可（ゲスト追加可能） 

その他 
 メンション機能（@ユーザー名）を使用すると指定者に通知を別途送信可。 

 上記以外にも個人間のチャット機能が利用可能。 
 

 

Office365 活用例 3：Microsoft Forms によるアンケート作成 

Microsoft Forms は Office365 のアプリの１つで、Web 上にアンケートを作成し、公開、回答を

集計するまでの一連の作業を行うことができます。回答結果は即時集計され、回答結果を Excel 

にエクスポートして詳細な分析やグラフの作成を行うこともできます。 

また、Microsoft Forms では、アンケートを複製したり、複数のユーザーで共有して共同作業す

ることができます。現在、教育支援や卒業生を対象とするアンケートに活用されています。 
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Office365 活用例４：「連絡先一覧」機能公開 

FIT ドキュメントセンターのリンク欄に「連絡先一覧」機能を公開しました。 

本機能は、教職員（大学・短期大学部・城東高校）の氏名・内線・電子メールアドレス・所属・

役職等及び学内メーリングリストの情報が確認・検索できる機能として開発したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制限事項（2019 年 1 月 11 日現在） 

○ 50 音順表示（システム仕様）となり、組織・職位等の順序は考慮されておりません。 

○ 電子メールアドレスについては、アドレスの文字列上で右クリック後、＜フィールドを

クリップボードにコピー＞より、コピー＆ペーストすることで Outlook 等の電子メール

ソフトウェア側のアドレス欄に転記可能です。 

○ 組織図ではなく連絡先の確認・検索として機能するものです。 

 

 

 

 

〔 https://www.itc.fit.ac.jp/doc 〕 

キーワード検索 

氏名／フリガナ／内線／電子メールアドレス／役職／所属の情報を表示 
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１. 教育・研究用システム（PC 室）利用状況 

 

 

 

情報基盤センターはキャンパス中央（B 棟）に位置し、情報技術に関

する教育および研究を支援する機関であり、コンピュータシステム

の適正かつ効率的な利用を行うことを目的に設置された全学共同利

用施設です。PC 室として B21～B25PC 室（B 棟 2 階）及び B31,B38PC

室（B 棟 3 階）として 7 教室があり、演習時間以外は自由に利用する

ことが可能です。また、高速な自学習用パソコンが利用できる IT コ

モンズ（B 棟 2 階）やリフレッシュコーナー（B 棟 3 階）および各種

デジタルメディア制作が行える高性能 PC を配備したクリエイティ

ブ・ラボ（B 棟 2 階）など、IT を活用した自学習スペースがありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １.教育・研究用システム（PC 室）利用状況  

- 45 - Information Technology Center 

 

１）情報基盤センターPC 室利用授業科目名 

【前期】 

 B21PC

室 

B22PC

室 

B23PC

室 

B24PC

室 

B25PC

室 

B31PC

室 

B38PC

室 

月 

１

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ

Web 技術 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 

(38) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄ

ｳｪｱ実験 

情報通信 

1 年 1 組 

(56) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄ

ｳｪｱ実験 

情報通信 

1 年 2 組 

(48) 

C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

ｸﾞⅠ 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 1 組 

(79) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

２

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ 

 

社会環境 

2 年 

(4) 

JAVA ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾐﾝｸﾞⅠ 

情報 

2 年 2 組 

(75) 

C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

ｸﾞⅠ 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 2 組 

(69) 

計算機工学Ⅱ 

（ 10 週目 以 降 ） 

情報 

2 年 2 組 

(12) 

３

限 

ｿﾌﾄｳｪｱ工学 

特論Ⅰ 

大学院 

1 年 

（5） 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ 

 

社会環境 

3 年 

(4) 

JAVA ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾐﾝｸﾞⅠ 

情報 

2 年 1 組 

(80) 

統計ﾃﾞｰﾀ処

理Ⅰ 

社会環境 

2 年 A 

(84) 

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ

ｼｽﾃﾑ 

情報 

2 年 2 組 

(80) 

ﾃﾞｰﾀ構造と

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 

情報通信 

2 年 

(89) 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ 

 

社会環境 

3 年 

(1) 

４

限 

確率統計Ⅱ 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

2 年 

(40) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 情報技術 

資格Ⅱ 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 

(27) 

統計ﾃﾞｰﾀ処

理Ⅰ 

社会環境 

2 年（B） 

(63) 

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ

ｼｽﾃﾑ 

情報 

2 年 1 組 

(84) 

確率統計Ⅱ 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

2 年 1 組 

(55) 

計算機工学Ⅱ 

（ 10 週目 以 降 ） 

情報 

2 年 1 組 

(12) 

５

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 午前試験免除

ｻﾎﾟｰﾄ講座 

情報ｼｽﾃﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ 

情報通信 

2 年 2 組 

(64) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

６

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 午前試験免除

ｻﾎﾟｰﾄ講座 

情報ｼｽﾃﾑ 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 資格取得講座 

 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

 (  )内は履修者人数を表示 (※)はゼミまたはグループの少人数で使用  
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 B21PC

室 

B22PC

室 

B23PC

室 

B24PC

室 

B25PC

室 

B31PC

室 

B38PC

室 

火 

１

限 

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽⅡ 

 

電気 

3 年 1 組 

(29) 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ 

 

社会環境 

4 年 

(4) 

情報ﾘﾃﾗｼｰ 

 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 2 組 

(64) 

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 1 組 

(66) 

C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

ｸﾞⅠ 

情報 

1 年 2 組 

(76) 

情報ﾘﾃﾗｼｰ 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

1 年 

(73) 

社会環境学

特殊講義Ⅰ 

社会環境 

3 年 

(14) 

２

限 

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽⅡ 

 

電気 

3 年 2 組 

(26) 

情報ｼｽﾃﾑ工

学演習Ⅰ 

大学院 

1 年 

(1) 

ﾃﾞｰﾀ解析 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

3 年 

(39) 

ﾃﾞｰﾀ解析 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

3 年 

(34) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

３

限 情報ｼｽﾃﾑ 

工学実験Ⅱ 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 

(※) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

情報ﾘﾃﾗｼｰ 

 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 1 組 

(64) 

C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

ｸﾞⅠ 

情報 

1 年 1 組 

(75) 

ｿﾌﾄｳｪｱ工学

Ⅰ 

情報 

3 年 1 組 

(65) 

情報工学基

礎実験 

 

情報通信 

2 年 

(109) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

４

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

言語 

電気 

2 年 2 組 

(60) 

ｿﾌﾄｳｪｱ工学

Ⅰ 

情報 

3 年 2 組 

(67) 

環境地理学 

 

社会環境 

4 年 

(32) 

５

限 

物理学 

相談ｺｰﾅｰ 

情報ｼｽﾃﾑ 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 情報検索⼊

門 

社会環境 

1 年 

(3) 

６

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 資格取得講座 

 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

(  )内は履修者人数を表示 (※)はゼミまたはグループの少人数で使用 

 

 

 



 

 １.教育・研究用システム（PC 室）利用状況  
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 B21PC

室 

B22PC

室 

B23PC

室 

B24PC

室 

B25PC

室 

B31PC

室 

B38PC

室 

水 

１

限 情報ｼｽﾃﾑ工

学実験Ⅲ 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 

(※) 

情報ｼｽﾃﾑ工

学実験Ⅲ 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 

(※) 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

 

情報 

2 年 2 組 

(62) 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの

基礎 

情報通信 

3 年 

(82) 

人工知能ﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

情報 

2 年 1 組 

(68) 

空間情報学

Ⅰ 

社会環境 

1 年 

(57) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

２

限 

ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

 

社会環境 

2 年 

(7) 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

 

情報 

2 年 1 組 

(72) 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

基礎演習Ⅰ 

情報通信 

1 年 2 組 

(50) 

人⼝知能ﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

情報 

2 年 2 組 

(75) 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

言語 

電気 

2 年 1 組 

(63) 

環境と自然 

 

社会環境 

２年 

(10) 

３

限 

情報基礎ｾﾞ

ﾐﾅｰﾙ 

情報 

1 年 

(8) 

情報基礎ｾﾞ

ﾐﾅｰﾙ 

情報 

１年 

(8) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ⼊

門 

電子情報 

1 年 2 組 

(56) 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

基礎演習Ⅰ 

情報通信 

1 年 1 組 

(52) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ⼊

門 

生命環境 

1 年 2 組 

(49) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 情報基礎ｾﾞﾐ

ﾅｰﾙ 

情報 

１年 

(7) 

４

限 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

学習相談ｺｰﾅｰ

情報通信 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ⼊

門 

電子情報 

1 年 1 組 

(57) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ⼊

門 

生命環境 

1 年 1 組 

(47) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

学習相談ｺｰﾅｰ 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 

５

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

６

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 資格取得講座 

 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

(  )内は履修者人数を表示 (※)はゼミまたはグループの少人数で使用 
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 B21PC

室 

B22PC

室 

B23PC

室 

B24PC

室 

B25PC

室 

B31PC

室 

B38PC

室 

木 

１

限 

初等統計学 

 

電子情報 

3 年 

(23) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 組込みｼｽﾃﾑ 

 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 1 組 

(22) 

ﾒﾃﾞｨｱﾌﾟﾚｾﾞ

ﾝﾃｰｼｮﾝ 

社会環境 

2 年 

(42) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗ

ｼｰ 

情報 

1 年 2 組 

(76) 

情報工学特

別講義 

情報 

3 年 2 組 

(76) 

電子情報実

験Ⅰ 

（不定期利用） 

電子情報 

2 年 2 組 

（※） 
２

限 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮ

ﾝ 

電気 

2 年 

(16) 

基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

 

社会環境 

1 年 

(15) 

組込みｼｽﾃﾑ 

 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 2 組 

(27) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ⼊

門 

社会環境 

1 年 A 

(73) 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

 

社会環境 

3 年 

(7) 

情報工学特

別講義 

情報 

3 年 1 組 

(67) 

３

限 情報工学実

験Ⅲ 

情報 

3 年 

(※) 

教養ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

 

社会環境 

1 年 

(14) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ⼊

門 

電気 

1 年 2 組 

(47) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ⼊

門 

社会環境 

1 年 B 

(54) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗ

ｼｰ 

情報 

1 年 1 組 

(76) 

ﾃﾞｰﾀ構造と

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 1 組 

(54) 

情報工学実

験Ⅲ 

情報 

3 年 

（※） ４

限 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ 

 

社会環境 

3 年 

(8) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ⼊

門 

電気 

1 年 1 組 

(48) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ⼊

門 

社会環境 

1 年 C 

(42) 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

3 年 

(57) 

ﾃﾞｰﾀ構造と

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 2 組 

(37) 

５

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

６

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 資格取得講座 

 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

(  )内は履修者人数を表示 (※)はゼミまたはグループの少人数で使用 

 

 

 



 

 １.教育・研究用システム（PC 室）利用状況  
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 B21PC

室 

B22PC

室 

B23PC

室 

B24PC

室 

B25PC

室 

B31PC

室 

B38PC

室 

金 

１

限 電子情報実

験Ⅰ 

（不定期利用） 

電子情報 

2 年 1 組 

(※) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ⼊

門 

知能機械 

1 年 1 組 

(57) 

ﾌｭｰﾁｬｰﾌﾟﾗﾝ

ﾆﾝｸﾞ 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 2 組 

(53) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ言

語 

生命環境 

2 年 1 組 

(49) 

知能ﾛﾎﾞｯﾄ

工学 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 

(81) 

情報数理Ⅰ 

 

大学院 

1 年 

（35） 

２

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ⼊

門 

知能機械 

1 年 2 組 

(73) 

ﾌｭｰﾁｬｰﾌﾟﾗﾝ

ﾆﾝｸﾞ 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 1 組 

(54) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ言

語 

生命環境 

2 年 2 組 

(52) 

物理学Ⅰ 

 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 

(71) 

情報処理Ⅲ 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

3 年 

(31) 

３

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ 

 

社会環境 

3 年 

(15) 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

情報 

3 年 2 組 

(39) 

応用ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾐﾝｸﾞⅡ 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 

(43) 

物理学Ⅰ 

 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 

(58) 

情報処理Ⅰ 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

2 年 

(103) 

統計解析 

 

生命環境 

2 年 1 組 

(22) 

４

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ 

 

社会環境 

4 年 

(12) 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

情報 

3 年 1 組 

(51) 

社会統計学 

 

社会環境 

3 年 

(33) 

情報技術資

格Ⅱ 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 

(27) 

論理回路 

 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 

(110) 

統計解析 

 

生命環境 

2 年 2 組 

(24) 

５

限 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ 

情報通信 

2 年 1 組 

(42) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

６

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 資格取得講座 

 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

(  )内は履修者人数を表示 (※)はゼミまたはグループの少人数で使用 
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【後期】 

 
B21PC

室 

B22PC

室 

B23PC

室 

B24PC

室 

B25PC

室 

B31PC

室 

B38PC

室 

月 

１

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> Web とﾃﾞｰﾀ

ﾍﾞｰｽ 

情報通信 

3 年 

（73） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

ｸﾞⅡ 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 2 組

（73） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

２

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 応用ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾐﾝｸﾞⅠ 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 1 組 

(14) 

ﾒﾃﾞｨｱ科学

Ⅱ 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

3 年 

（90） 

空間情報学

Ⅱ 

社会環境 

1 年 

（73） 

C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

ｸﾞⅡ 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 1 組

（66） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

３

限 

ｿﾌﾄｳｪｱ 

工学演習 

大学院 

1 年 

（9） 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ 

 

社会環境 

3 年 

（4） 

応用ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾐﾝｸﾞⅠ 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 2 組 

(22) 

JAVA ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾐﾝｸﾞⅡ 

情報 

2 年 2 組

（79） 

情報処理演

習Ⅱ 

情報ﾒﾃﾞｨｱ 

1 年 

（61） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ I 

情報ﾒﾃﾞｨｱ 

1 年 

（20） 

４

限 

確率統計Ⅰ 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

1 年 

（40） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 統計ﾃﾞｰﾀ 

処理Ⅱ 

社会環境 

2 年 

（21） 

JAVA ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾐﾝｸﾞⅡ 

情報 

2 年 1 組

（78） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 確率統計Ⅰ 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

1 年 

（44） 

５

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

６

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 資格取得講座 

 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> Web ｸﾘｴｲﾀｰ 

能力認定試験（上級） 

資格取得講座 

(  )内は履修者人数を表示 (※)はゼミまたはグループの少人数で使用 
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 B21PC

室 

B22PC

室 

B23PC

室 

B24PC

室 

B25PC

室 

B31PC

室 

B38PC

室 

火 

１

限 情報物理実

験 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 

(※) 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ 

 

社会環境 

4 年 

（4） 

HCI ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ

ﾝｸﾞ 

情報 

3 年 2 組 

（27） 

社会環境学

特殊講義Ⅱ 

社会環境 

3 年 

（21） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 情報ﾒﾃﾞｨｱ

とﾃｷｽﾄ処理 

情報通信 

2 年 

（75） 

情報物理実

験 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 

(※) ２

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> HCI ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ

ﾝｸﾞ 

情報 

3 年 1 組 

（43） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 

（72） 

経営ｼﾐｭﾚｰｼ

ｮﾝ 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

3 年 

（69） 

３

限 情報ｼｽﾃﾑ工

学実験Ⅱ 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 1 組 

(※) 

電子情報ｼｽ

ﾃﾑ特論Ⅱ 

大学院 

1 年 

（8） 

電気基礎学実験 

電気 

2 年 1 組 

(46) 

画像処理工

学 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 

（34） 

ｿﾌﾄｳｪｱ工学

Ⅱ 

情報 

3 年 2 組 

（60） 

情報工学基

礎実験 

（不定期利用） 

情報通信 

2 年 

（109） 

 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

４

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> JAVA ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾐﾝｸﾞ 

情報ﾒﾃﾞｨｱ 

1 年 

（57） 

ｿﾌﾄｳｪｱ工学

Ⅱ 

情報 

3 年 1 組 

（47） 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ情

報処理 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

3 年 

（7） 

５

限 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗ

ｼｰ応用 

電気 

再履 

（10） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮ

ﾝ演習 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報 

1 年 

（30） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗ

ｼｰ B 

社会環境 

再履 

（6） 

６

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 資格取得講座 <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

(  )内は履修者人数を表示 (※)はゼミまたはグループの少人数で使用 
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 B21PC

室 

B22PC

室 

B23PC

室 

B24PC

室 

B25PC

室 

B31PC

室 

B38PC

室 

水 

１

限 情報ｼｽﾃﾑ工

学実験Ⅳ 

（不定期利用） 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 

(※) 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ 

 

社会環境 

2 年 

（4） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

基礎演習Ⅱ 

情報通信 

1 年 1 組 

（61） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> Ｃﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

ｸﾞⅡ 

情報 

1 年 2 組 

(78) 

ｼｽﾃﾑ設計演

習 

情報ﾒﾃﾞｨｱ 

2 年 

(75) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

２

限 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ 

 

社会環境 

2 年 

（7） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

基礎演習Ⅱ 

情報通信 

1 年 2 組 

（54） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> Ｃﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

ｸﾞⅡ 

情報 

1 年 1 組 

(77) 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

３

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 情報技術資

格Ⅰ 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 

（67） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 人工知能 

 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 

（7） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

４

限 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

学習相談 

ｺｰﾅｰ 

情報通信 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 情報技術資

格Ⅰ 

情報 

2 年 2 組 

（66） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

５

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 情報技術資

格Ⅰ 

情報 

2 年 1 組 

（41） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ 

学習相談ｺｰﾅ  ー

情報ｼｽﾃﾑ 

 

 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

６

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 資格取得講座 <ｵｰﾌﾟﾝ利用> Web ｸﾘｴｲﾀｰ 

能力認定試験（上級） 

資格取得講座 

(  )内は履修者人数を表示 (※)はゼミまたはグループの少人数で使用 
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 B21PC

室 

B22PC 

室 

B23PC

室 

B24PC

室 

B25PC

室 

B31PC

室 

B38PC

室 

木 

１

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 確率統計 

 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 1 組 

(56) 

社会調査法

Ⅱ 

社会環境 

2 年 

（80） 

電気基礎学

実験 

電気 

2 年 2 組 

（46） 

品質管理論 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

2 年 1 組 

（56） 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ

ｼｽﾃﾑ 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 2 組 

（39） 

２

限 

物理学Ⅱ 

 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 

(11) 

基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

 

社会環境 

１年 

（14） 

確率統計 

 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 2 組 

(54) 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ制御

工学 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 

(34) 

ﾍﾞﾝﾁｬｰ 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ論 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

3 年 1 組 

（33） 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ

ｼｽﾃﾑ 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 1 組 

（31） 

３

限 
情報工学実

験Ⅳ 

情報 

3 年 

(※) 

教養ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

 

社会環境 

１年 

(15) 

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽⅠ 

 

電気 

2 年 1 組 

(47) 

ﾃﾞｰﾀ構造と

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 

情報 

2 年 1 組 

（83） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

創生実験 

 

電子情報 

3 年 

（3） 

情報工学実

験Ⅳ 

情報 

3 年 

（※） ４

限 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ 

 

社会環境 

3 年 

(8) 

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽⅠ 

 

電気 

2 年 2 組 

(43) 

ﾃﾞｰﾀ構造と

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 

情報 

2 年 2 組 

（79） 

物理学Ⅱ 

 

情報ｼｽﾃﾑ 

1 年 

(3) 

５

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 社会科・公民科

教育法Ⅱ 

共通 

3 年 

（9） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

６

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 資格取得講座 <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

(  )内は履修者人数を表示 (※)はゼミまたはグループの少人数で使用 
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 B21PC

室 

B22PC

室 

B23PC

室 

B24PC

室 

B25PC

室 

B31PC

室 

B38PC

室 

金 

１

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 情報ｾｷｭﾘﾃｨ 

 

情報 

3 年 2 組 

（47） 

情報処理Ⅱ 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

2 年 

（※） 

情報処理Ⅱ 

 

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

2 年 

（※） 

CG 応用 

（不定期利用） 

情報ﾒﾃﾞｨｱ 

2 年 

（82） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

２

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 情報ｾｷｭﾘﾃｨ 

 

情報 

3 年 1 組 

（33） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 情報ｼｽﾃﾑ工学概論 

（不定期利用） 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 

（111） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

３

限 

ﾛﾎﾞｯﾄｼﾐｭﾚｰ

ｼｮﾝ 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 1 組 

（25） 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ 

 

社会環境 

3 年 

（15） 

情報技術資

格Ⅰ 

情報ｼｽﾃﾑ 

2 年 

（67） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾌﾟﾚ

ｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 2 組 

（47） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 数値解析 

 

生命環境 

2 年 2 組 

（39） 

４

限 

ﾛﾎﾞｯﾄｼﾐｭﾚｰ

ｼｮﾝ 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 2 組 

（29） 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ 

 

社会環境 

4 年 

（12） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾌﾟﾚ

ｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

情報ｼｽﾃﾑ 

3 年 1 組 

（42） 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> 数値解析 

 

生命環境 

2 年 1 組 

（6） 

５

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

学習相談 

ｺｰﾅｰ 

情報ｼｽﾃﾑ 

６

限 

<ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 資格取得講座 <ｵｰﾌﾟﾝ利用> 

(  )内は履修者人数を表示 (※)はゼミまたはグループの少人数で使用 
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２）PC 室（B21・B22・B23・B24・B25・B31・B38・IT コモンズ）利用状況 

① PC 室の利用者（学部、短期大学部、大学院、職員・その他）実数を月別に集計してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② PC 室の利用者（学部、短期大学部、大学院、職員・その他）の割合を集計しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利用者実数合計(月別) 3,828 3,837 3,799 3,681 1,886 2,144 3,116 3,350 3,318 3,462 1,397 657

教職員・その他合計 138 203 181 144 134 301 126 184 182 241 33 51

大学院合計 69 43 46 95 15 25 38 32 27 32 8 11

短期大学部合計 121 213 149 155 33 144 249 264 261 232 59 18

学部合計 3,500 3,378 3,423 3,287 1,704 1,674 2,703 2,870 2,848 2,957 1,297 577

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

人
数

利用者実数(総合計) 34,475

電子情報

8% 生命環境

8%
知能機械

6%

電気

8%

情報

14%

情報通信

9%

情報ｼｽﾃﾑ

11%

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

7%

社会環境

17%

ビジネス情報

(短期大学部)

1%

情報メディア

(短期大学部)

4%

大学院

1%

教職員・その他

6%

利用者実数

合計

34,475
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利用者実数合計(月別) 3,828 3,837 3,799 3,681 1,886 2,144 3,116 3,350 3,318 3,462 1,397 657

利用時間総数(時間) 35,819 48,751 50,157 38,089 10,422 9,409 33,860 31,155 28,475 24,017 10,266 2,872

1人当たりの平均

利用時間(時間)
9.4 12.7 13.2 10.3 5.5 4.4 10.9 9.3 8.6 6.9 7.3 4.4

9.4
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利用時間総数（総合計) 323,292

③ PC 室の利用者（学部、短期大学部、大学院、職員・その他）の総ログイン回数、１人

あたりの平均ログイン回数を月別に集計しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ PC 室の利用者（学部、短期大学部、大学院、職員・その他）の総利用時間と、1 人当

たりの平均利用時間を月別に集計しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利用者実数合計(月別) 3,828 3,837 3,799 3,681 1,886 2,144 3,116 3,350 3,318 3,462 1,397 657

総ログイン回数 37,187 51,393 55,485 38,804 6,112 8,179 36,711 32,451 30,605 25,047 6,584 2,438

平均ログイン回数 10 13 15 11 3 4 12 10 9 7 5 4
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総ログイン回数（総合計) 330,996
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⑤ 情報基盤センター PC 室 年間利用者数・ログイン回数の年度別推移 

（平成 20 年度より） 

※平成 25 年度及び平成 30 年度は、PC 室の設備更新に伴う閉鎖期間を有したため利用者減少。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

年間利用者（各月実数） 30,076 34,325 35,195 33,783 33,202 31,878 33,614 33,044 34,371 35,390 34,475 

ログイン回数（延数） 200,416 239,398 336,706 389,999 391,240 408,066 421,330 414,000 371,624 399,088 330,996 

年間利用者数前年比   114.1% 102.5% 96.0% 98.3% 96.0% 105.4% 98.3% 104.0% 103.0% 97.4% 

ログイン数前年比   119.5% 140.6% 115.8% 100.3% 104.3% 103.3% 98.3% 89.8% 107.4% 82.9% 
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３）高度情報化 PC（ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾗﾎﾞ・ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾌﾞｰｽ・IT ｺﾓﾝｽﾞ）利用状況 

 

 

高度情報化 PC（ペンタブ併設） 

CPU Intel Xeon E3-1231 v3（3.4GHz/8MB）  

メモリ 8GB DDR-3 

HDD 256GB SSD 

グラフィックス NVIDIA Quadro K2200 4GB 

ドライブ スーパーマルチドライブ 

マウス 光学式レーザースクロールマウス 

キーボード 日本語 109A キーボード 

ディスプレイ 

27 インチ液晶ペンタブレット 

Wacom Cintiq 27QHD（2560x1440） 

Adobe RGB カバー率 97% 

周辺機器 
プロペン、ExpressKey Remote 

※上記機器は貸出となります。 

用途 
ペンタブレットとプロペンを生かしたアートやデザイン及び映像に関わる創

作活動 

 

高度情報化 PC（大型液晶併設） 

CPU Intel Corei7-4790（3.6GHz/8MB）  

メモリ 8GB DDR-3 

HDD 256GB SSD 

グラフィックス AMD Radeon HD8490 1GB 

ドライブ スーパーマルチドライブ 

マウス 光学式レーザースクロールマウス 

キーボード 日本語 109A キーボード 

ディスプレイ 34 インチ液晶 21:9 （2560x1080） 

用途 大型液晶の利点を生かし複数ウィンドウで効率的作業が必要な創作活動 

内　訳 箇　所 設置数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 月平均

クリエイティブ・ラボ 19 151 252 252 331 35 1 43 199 225 250 38 20 150

クリエイティブ・ブース 18 643 814 799 748 196 1 244 654 595 700 242 164 483

ITコモンズ 11 507 669 667 623 166 130 544 543 437 497 147 87 418

クリエイティブ・ラボ 250 529 681 728 66 2 71 400 387 408 67 39 3,628 302

クリエイティブ・ブース 1,437 1,986 1,946 1,698 320 1 355 1,516 1,211 1,409 499 412 12,790 1,066

ITコモンズ 873 1,356 1,381 1,174 262 179 1,129 1,051 878 859 262 212 9,616 801

クリエイティブ・ラボ 260 657 819 865 123 1 75 479 439 447 68 77 4,310 359

クリエイティブ・ブース 1,756 2,401 2,429 2,204 579 2 404 1,965 1,667 1,871 980 556 16,814 1,401

ITコモンズ 854 1,346 1,478 1,283 492 216 1,276 1,139 1,050 1,116 364 302 10,916 910

クリエイティブ・ラボ 1.7 2.1 2.7 2.2 1.9 2.0 1.7 2.0 1.7 1.6 1.6 1.8 1.9

クリエイティブ・ブース 2.2 2.4 2.4 2.3 1.6 1.0 1.5 2.3 2.0 2.0 2.1 2.5 2.0

ITコモンズ 1.7 2.0 2.1 1.9 1.6 1.4 2.1 1.9 2.0 1.7 1.8 2.4 1.9

クリエイティブ・ラボ 1.7 2.6 3.3 2.6 3.5 1.0 1.7 2.4 2.0 1.8 1.8 3.9 2.4

クリエイティブ・ブース 2.7 2.9 3.0 2.9 3.0 2.0 1.7 3.0 2.8 2.7 4.0 3.4 2.8

ITコモンズ 1.7 2.0 2.2 2.1 3.0 1.7 2.3 2.1 2.4 2.2 2.5 3.5 2.3

2,560 3,871 4,008 3,600 648 182 1,555 2,967 2,476 2,676 828 663 26,034 2,170

備考

利用者実数

利用者延数

利用延時間

平均利用回数/人

平均利用時間(h)/人

合計（利用者延数）

※クリエイティブ・ラボの午前中は申請フリーの運用。

※イラスト、CG、VR、動画、プログラムの自主製作のほか、レポート・プレゼンテーション・論文などアカデミックドキュメント

の制作を行う学生達が利用。

※当年度7月末～10月中旬にかけてサーバー更新に伴う利用停止期間を多く要したため利用者数が減少。
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２. 無線 LAN 設置状況 

 

 

 

学内 113 カ所に学内無線 LAN エリアを設置。 

個人所有ノートパソコンをはじめ、iPhone、iPad、Android なども高

速な学内ネットワークに簡単に接続する事が可能です。 

また、便利なローミング機能により学内共有スペース間では、移動先

でも接続が維持されます。全ての学内無線 LAN エリアで、独自のゲ

スト用無線 LAN と eduroam（国際的な教育・研究機関用向けの無線

LAN ローミング基盤）が使用可能となっており、本学で行われる学

会やイベントの参加者向けに開放されています。 

本学では、多数のアクセスポイントを ProCurve 無線 LAN コントロ

ーラによって、効率的な集中管理を行い、平成 30 年 9 月の学内ネッ

トワーク設備の更新では、旧規格、老朽化した約 80 台の機器を更新、

同時に可視化ツール AirWave を導⼊し、利用状況や機器の状況も迅

速に把握できるようになり、キャンパス全域にわたって安定した無

線環境が整備されました。 

また、学会や各種イベントの来場者向けのゲスト用無線 LAN につい

ても、利便性とセキュリティ性のバランス改善を実施しました。 
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無線 LAN 設置箇所 (平成３０年３月３１日現在)  

学内の以下の箇所において、無線 LAN スポットを運用しています。 

本部棟 1 階 エクステンションセンター 

2 階 本部棟 2F 

3 階 本部棟 3F 

3 階 第二会議室 

3 階 図書館 

4 階 図書館 

5 階 図書館 

7 階 インキュベーションスタジオ３ 

9 階 講堂 

FIT アリーナ 1 階 トレーニングルーム，小体育室 

2 階 ホール 

FIT ホール 2 階 ロビー 

3 階 ロビー 

3 階 ホール 

4 階 ホール 

A 棟 1 階 学生ホール 

1 階 A11,A12,A13,A14,A15 教室 

1 階 高圧実験室側廊下 

2 階 A22,A24,A25,A27,A28 教室 

2 階 リフレッシュコーナー 

3 階 A33, 実験室 1,2(旧 A3 マルチ教室) 

3 階 リフレッシュコーナー 

4 階 A42,A44,A45,CAE 教室 

4 階 リフレッシュコーナー 

5 階 オープンスペース 

6 階 オープンスペース 

7 階 オープンスペース 

B 棟 地下 1 階 C 棟側廊下(新設),学生ホール 

1 階 レストラン-オアシス,FIT-CAFÉ, 学生ラウンジ 

2 階 IT コモンズ 

3 階 B32,B33,B35,B36,B37 教室 

4 階 B44,B45 教室, ミニギャラリー（短期大学部） 

5 階 ミニギャラリー（短期大学部） 

6 階 リフレッシュコーナー 

6 階 プロジェクト室,B61 教室インキュベーションス

タジオ,食品農医薬品研究センター 

7 階 リフレッシュコーナー 

8 階 リフレッシュコーナー,学科事務室前廊下 
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C 棟 地下 1 階 地下ホール 

1 階 学生ホール 

2 階 オープンスペース 

2 階 C22,C23 教室 

3 階 C32 教室,オープンスペース 

4 階 オープンスペース 

6 階 オープンスペース 

7 階 エレベーター前(新設) 

8 階 廊下 

D 棟 1 階 知能機械実験室 

2 階 D21,D25 教室 

3 階 リフレッシュコーナー 

3 階 D31,D35,D36,D37 教室 

4 階 レディースルーム 

5 階 リフレッシュコーナー 

E 棟 1 階 リサーチコモンズ 

1 階 オープンラボ 

2 階 学生サービスセンター 

2 階 エントランス 

3 階 Cultivation Site 

3 階 Cultivation Site R1,R2,R3 

3 階 エントランス 

3 階 セミナー室 

F 棟 1 階 F 棟 1 階 

2 階 F 棟 2 階 

α棟 1 階 モノづくりセンター 

2 階 Global Student Lounge 

3 階 ラーニングスペース 

4 階 多目的ホール 

屋 外 α棟前～守衛室前、池周辺 

FIT アリーナ１階、エントランス周辺 

A 棟 1 階裏スペース 

B 棟 1 階 OASIS～緑地周辺 

C 棟 3 階～B 棟 2 階連絡⼝（屋上庭園） 

C 棟 1 階⼊⼝～池周辺 

C 棟裏、緑地広場周辺 

新門～城東高校校舎横、ウォータガーデン付近 

クラブハウス 

総設置数 113 ヶ所 

 平成３０年度設置分  
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3. myFIT（WEB 学生情報ポータルサイト）利用状況 

 

 

 

myFIT（WEB 学生情報ポータルサイト）とは、在学生向けに各種学

生情報を包括し、ウェブページにて提供する場への⼊⼝です。個人ユ

ーザーＩＤとパスワードでログインすると、教務課、学生課、就職課

など事務局からの各種お知らせ情報や、所属学科・専攻の休講情報・

補講情報・教室変更などを確認することができます。また、情報基盤

センターが提供する ICT サービスの⼊⼝にもなっています。 
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myFIT 利用人数 

① myFIT の利用者（学部、短期大学部、大学院）実数（ユニーク数／月）を集計してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 【グラフⅠ】の myFIT 利用者数合計の利用者（学部、短期大学部、大学院）別の割合を

集計しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

myFIT利用者数実数(月別) 4,697 4,537 4,466 4,545 4,376 4,346 4,380 4,315 4,229 4,380 4,455 3,390

大学院 134 116 109 125 115 131 113 105 97 111 117 108

短期大学部 381 367 371 375 362 361 359 351 354 356 357 216

学部 4,182 4,054 3,986 4,045 3,899 3,854 3,908 3,859 3,778 3,913 3,981 3,066
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myFIT総利用者数(総合計) 52,116

【グラフⅠ（ユニーク数/月）】 
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52,116
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③ myFIT の利用者（学部、短期大学部、大学院）の総利用者数（延べ）を集計しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 【グラフⅡ】の myFIT の利用者数合計の利用者（学部、短期大学部、大学院）別の割合

を集計しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

myFIT利用者数実数(月別) 593,789 466,352 383,779 504,159 155,416 185,589 346,741 279,112 240,535 342,017 125,866 48,839

大学院 9,243 4,324 3,989 5,263 3,377 3,627 4,914 3,271 2,383 3,646 2,496 1,842

短期大学部 36,136 29,530 20,385 20,982 9,659 13,875 20,436 15,611 14,356 14,811 6,591 2,473

学部 548,410 432,498 359,405 477,914 142,380 168,087 321,391 260,230 223,796 323,560 116,779 44,524
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【グラフⅡ（延べ/月）】

3,672,194myFIT総利用者数(総合計)
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１. 教育・研究設備、ネットワーク管理業務・ 

学生サポート・ヘルプデスク他 
 

 

 

 

情報基盤センターでは、経営理念である「For all the students～すべ

ての学生生徒のために」および本学マスタープラン（中期経営計画）

を念頭に、業務戦略にもとづいた活動を行っています。 
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情報基盤センターの業務戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ITIL】 

 コンピュータシステムの運用・管理業務の国際的ガイドラインです。 

 サービス利用者をサポートする「サービスサポート」と、サービスを高い投資効率で長期

的に改善する「サービスデリバリー」の二つに分けて考えられています。 

 情報サービスの改善にはその評価が欠かせないため、ITIL 概念を参考にしています。 

 

【RASIS】 

 コンピュータシステムが期待された機能・性能を安定して発揮できるか否かを検証する評

価項目です。 

 Reliability(信頼性)、Availability(可用性)、Serviceability(保守性)、Integrity(保全性・完全

性)、Security(機密性)の各頭文字で表しています。 

 情報基盤の安定化と改善に必要な評価項目です。 

 

【Knowledge base】 

 ナレッジマネジメントのための知識データベースです。 

 各担当者の作業をブラックボックス化せず、問題解決、ヘルプデスクの応対内容、システ

ム設定、各種業務記録をデータベースに保存し、情報共有と改善に必要な課題抽出および

作業の「見える化」に役立てます。 

 SD（スタッフデベロップメント）の観点からも有効なツールです。 
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業務記録集計（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チケット数 合計時間 平均時間
障害対応 業務依頼 前年度比 (h) (h)

ネットワーク基盤 46 6 40 66% 76 1.6

事務系基盤 142 7 135 71% 294 2.1

図書館基盤 1 0 1 － 2 2.3

教育系基盤 41 5 36 85% 53 1.3

研究系基盤 0 0 0 0% 0 0.0

学生統合DB 11 0 11 52% 20 1.8

小計 システム管理 241 18 223 69% 445 -

大学 20 0 20 26% 14 0.7

事務局ポータル 1 0 1 20% 1 1.3

大学院 0 0 0 0% 0 0.0

短期大学部 2 0 2 50% 1 0.6

小計 Web 23 0 23 27% 16 -

学生 152 61 91 94% 88 0.6

教員 142 52 90 78% 198 1.4

職員 225 119 106 103% 375 1.7

非常勤 5 3 2 56% 8 1.6

その他 10 3 7 100% 4 0.4

小計 ヘルプデスク 534 238 296 92% 673 -

事務局 241 5 236 75% 501 2.1

教学 84 0 84 73% 260 3.1

城東高校 5 0 5 38% 5 1.0

小計 業務依頼 330 5 325 73% 765 -

課内業務 情報基盤センター 1,020 21 999 96% 2,251 2.2

小計 課内業務 1,020 21 999 165% 2,251

施設見学 施設見学 28 0 28 112% 19 0.7

小計 施設見学 28 0 28 122% 19 -

情報セキュリティ対策 28 3 25 － 54 1.9

IR業務 7 0 7 350% 38 5.5

会議 42 0 42 108% 61 1.5

各種ミーティング 97 0 97 100% 165 1.7

プリンター警告対応 32 0 32 30% 4 0.1

企業等外部対応 100 0 100 98% 114 1.1

学生証再発行等 204 0 204 145% 63 0.3

セミナー・研修等 12 0 12 － 32 2.7

小計 その他 522 3 519 107% 531 -

2,698 285 2,413 89% 4,699 -

ヘルプ
デスク

カテゴリ名 チケット数
種別

Web

システム
管理

業務依頼

総　合　計

その他



 

 １．教育・研究設備、ネットワーク管理業務・学生サポート・ヘルプデスク他  
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主な業務内訳（カテゴリ単位） 主な時間数内訳（カテゴリ単位） 

  

  

  



 

 情報基盤センター業務  
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主な業務内訳（カテゴリ単位） 主な時間数内訳（カテゴリ単位） 
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２.施設見学者 

 

 

 

福岡工業大学では高等学校を主とした学校見学を受け⼊れています。

情報基盤センターでは、本学が誇る西日本有数の ICT（Information 

and Communication Technology）環境、学内総合情報ネットワーク

システム－FITNeS や情報基盤センター教育システム－BeNeFIT に

ついて施設見学を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ２．施設見学者  
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情報基盤センター施設見学 

 見学日 団体名・学校名 人数 

1 5 月 11 日 福岡県立福岡講倫館高等学校 43 

2 5 月 24 日 福岡県立北九州高等学校 21 

3 5 月 28 日 佐賀県立有田工業高等学校 84 

4 6 月 27 日 学校法人 筑紫台学園 筑紫台高等学校 23 

5 6 月 27 日 熊本県立熊本西高等学校 保護者 45 

6 6 月 29 日 佐賀県立多久高等学校 18 

7 7 月 2 日 福岡県立朝倉東高等学校 31 

8 7 月 5 日 福岡県立須恵高等学校 40 

9 7 月 5 日 福岡県立中間高等学校 80 

10 7 月 10 日 学校法人 筑紫台学園 筑紫台高等学校 14 

11 7 月 12 日 学校法人 純真学園 純真高等学校 6 

12 7 月 23 日 福岡県立北筑高校 40 

13 7 月 31 日 福岡県立宇美商業高等学校 206 

14 8 月 22 日 精華女子高等学校 42 

15 9 月 4 日 熊本県立八代清流高等学校 20 

16 9 月 13 日 糸島市立前原中学校 110 

17 9 月 13 日 志免町立志免東中学校 11 

18 9 月 18 日 佐賀県立神埼高校 19 

19 9 月 19 日 福岡県立玄界高校 40 

20 10 月 4 日 福岡県立稲築志耕館高等学校 PTA 18 

21 10 月 10 日 福岡県立福岡魁誠高等学校 35 

22 10 月 18 日 福岡県立武蔵台高等学校 42 

23 10 月 19 日 福岡県立大宰府高等学校 30 

24 10 月 25 日 福岡工業大学同窓会 熊本県支部 20 

25 10 月 26 日 佐賀県立三養基高等学校 PTA 40 

26 10 月 29 日 筑紫台高等学校 25 

27 10 月 30 日 福岡県立小倉東高等学校 30 

28 11 月 12 日 福岡県立柏陵高等学校 40 

29 11 月 13 日 明光学園高校 47 

30 11 月 29 日 東筑紫学園高等学校 20 

31 12 月 4 日 福岡県立玄洋高等学校 22 

32 12 月 11 日 佐賀県立唐津西高等学校 20 

33 3 月 12 日 福岡県立北九州高等学校 210 

計（名） 1,492 
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１. 情報基盤センター運営組織 

 

 

 

システムの管理業務全般は、情報基盤センターが行っています。平成

30 年 3 月現在では、情報基盤センター長 1 名、情報基盤センター次

長 1 名、情報企画課課長 1 名および教育系基盤システム・学内ネッ

トワークシステム・学内サポート担当 3 名（うち係長 1 名、）、事務

システム担当 2 名（うち主任 1 名）の技術員が配属され、教育・研

究・事務システム設備の管理・運用から、FITNeS（学内ネットワー

ク）の管理・運用といった日常の管理業務までを遂行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １．情報基盤センター運営組織  
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１）情報基盤センター組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）情報基盤センタースタッフ ※平成３１年３月現在 

・センター長1 名 

・次長1 名 

・課長1 名 

・係長1 名 

・主任1 名 

・特定職員1 名 

・契約職員1 名 

・臨時職員1 名 

 計8 名 
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編 集 福岡工業大学 情報基盤センター 

お 問 合 わ せ 〒811-0295 福岡市東区和白東 3-30-1 

TEL:092-606-0692 FAX:092-605-1010 
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